
１２
月
号



８
点
×
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６
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３
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
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
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
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会
的
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柄
ま
で

は
ば
広
く
使
わ
れ
る
の
に
対
し
、｢

こ
ん
に
ち
は｣ 
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。




【
抜
き
出
し
】



【
抜
き
出
し
】



①

ア


②

ウ


③

イ


④

ア


⑤

イ




⑤ ①

西


進


⑥ ②

田


乱


⑦ ③

単


体


⑧ ④

長


音




⑨ ⑤ ①

宇
宙



牛
乳



背
中



⑩ ⑥ ②

口
紅



忠
告



温
泉



⑦ ③

担
任



看
護
士


⑧ ④

届



映
画





／34



／80



／10



／16



／10



12月号

 

 30  149.8 cm

 0.12  25 度



／20

５点×４


７

12
 16.8 cm


２

３
 18 cm 

／80

  ５点×16

 19 個  イ ･ウ ･カ ･ク ･コ
【完答】

 600 円  ウ・エ・ク 

／10

 ５点×２ 144 km

 84 度

 15 回転

 46 度 

／10 ６ cm

 ５点×２

 １ ： ３
 ２ km

 162 cm
2

 25


／10

 ５点×２

 ９  300 円

 75 度  2100 円 

／10

 ５点×２ 49
１

11
分

 毎秒 25 m

 1100 m

 1800 m 

／10 30 秒

５点×２



12月号



 1.0 秒 
なるべく正確な値を求めるため。

(誤差を小さくするため)
【同意可】

 ウ  エ  2.0 秒  イ


／18

３点×６



 ① 部分 Ｂ 名前 内えん ② 部分 Ａ 名前 外えん

 ① ア ② ウ ③ イ ④ ア
【完答】

 ① ア ② ほのおをあげて燃える。  イ
②【同意可】

【同意可】

 ろうの気体が金あみに冷やされ，発火点未満の温度になったから。


／30

３点×10



 ① ア ② イ

① エ ② れき岩 ③
ぎょう

凝
かい

灰
がん

岩


④ れき岩はつぶが丸みをおびているが，凝灰岩は角ばっている。 不整合

① 南 から 北 へ下がっている。

④【同意可】



② 南 14 m 【完答】



／36

４点×９



 ウ  シラス  ① イ ② ウ

 活火山


／16

４点　他３点×４



12月号



 1889 年 【算用数字指定】

 ① エ ②
はん

藩
ばつ

閥 政治 ③
じ

自
ゆう

由
みん

民
けん

権 運動 ④ エ


い

伊
とう

藤
ひろ

博
ぶみ

文

 ①
ドイツ

(プロシア・プロイセン)
② ウ ③ エ

 ア


／30


３点×10

 Ａ エ Ｂ キ  目 安 箱 【漢字３字指定】


おお

大
しお

塩
へい

平
はち

八
ろう

郎  イ  ウ

 エ  エ


／16


２点×８

 1873 年  Ｂ 京都 Ｃ 横浜

 ア  イ  イ  ウ
【算用数字指定】

【漢字指定】

 エ  満 20 歳  エ 【算用数字指定】



／30


３点×10

 ① イ ② ウ  ① ウ ② エ

 ① ウ ② カ ③
さん

三
ごく

国
かん

干
しょう

渉

 Ｂ → Ｃ → Ａ


／24

３点×８
※指定以外のひらがな可・漢字まちがい不可



－６－

 ＜脚本＞

　脚本とは，舞台や映画，テレビなどでドラマを演じるために作られた本であり，役者が語

る ｢せりふ｣ と，まわりのようすや人物の動作などを説明した ｢ト書き｣ とからなっているとこ

ろに特徴があります。

 ようすや人物の動作などを説明した部分を ｢ト書き｣ といいます。また，役者の語ること

ばは ｢せりふ｣ です。

 そのときのふたりのようすを想像しましょう。

Ａ　ウミヒコの動作です。アかイになります。このときにはヤマヒコのすがたは見えてい

ないはずですから，｢音｣ を選びます。

Ｂ　ヤマヒコの動作です。ウかエですが，そのようすを見たウミヒコが ｢だめだったのか｣

とすぐ反応していますから，｢てれて……｣ のほうがいいでしょう。

Ｃ　ウミヒコの動作です。直前のヤマヒコの動作を見ているはずです。

Ｄ　ヤマヒコの動作です。直後の (無言のまましりごみをする) と同じように，針を返すこ

とができず，こまっているようすを入れましょう。

 ｢おまえが、たっていうから、きょうだけは、仕事をとりかえてみたが｣ とあります。ヤ

マヒコは ｢きょうだけ仕事 (道具) をかえてみよう｣ などといったのでしょう。

 このとき，ウミヒコは，ヤマヒコの提案の結果，ろくでもないことになってしまったと

批判しています。これでは，ヤマヒコひとりが悪者になってしまいます。ヤマヒコとし

ては，もっといい結果が出たかもしれないと，言い張るしかなかったのでしょう。

 ヤマヒコは自分の失敗や無力を ｢きょうは、潮のぐあいがわるかったんだ｣ と，潮のせい

にし，決してみとめようとはしません。そして，そんなヤマヒコをウミヒコは ｢妙なと

ころに意地をはるね｣ と表現しています。ウミヒコから見れば，ヤマヒコは ｢いじっぱり｣

なのですね。

 ｢二の舞｣ ということばがあります。おぼえておきましょう。

 ｢一朝一夕｣ で，一つの朝と一つの夕方，つまり，わずか一日という意味になり，ひいて

は，わずかな時間という意味にもなります。

 ヤマヒコは，どうしても針を返すことができないのですが，いじっぱりのヤマヒコは，｢針

をなくしました｣ ということができません。そのことばの代わりに弓をわたしたのは，

これで，針の代わりにしてほしいという気持ちの表れであり，つまり，ヤマヒコとして

はつぐないにしたかったのでしょう。

でも，ウミヒコは ｢おれは、もう道具をとりかえるのはいやだと、さっきからいってい

るじゃないか｣ と応じていますから，もうしばらく，道具をとりかえたままでいたいと

いう意味にとってしまったようです。

 兄は，｢さかな釣りが山にはいったり、
りょう

猟
し

師が釣りザオを持ったりするから、こんな、バ

カバカしいことになるんだ｣ とか，｢釣りだって、なんだって、一日や二日で、そううま

くとれるものじゃない｣ と，常識的なことをいっています。一方，弟のヤマヒコは，新

しいことにチャレンジしてみたいという気持ちはあるようですが，自分の失敗を素直に

みとめることのできない性質でもあるようです。一般的にはウミヒコは大人で，ヤマヒ

コはおさない子どもということができそうです。



－７－

 ＜説明文＞

　｢おやすみなさい｣ ｢さようなら｣ のちがいから，親しい間柄にだけ使われるあいさつことば

と，広く使われるあいさつことばについて述べた文章です。

 ｢……説明すればよかったことになる｣ という段落がありますね。

 本文では，｢家族的な間柄から社会的な間柄まで｣ と，二つに分類しています。｢さような

ら｣ は ｢家族的な間柄｣ では使わないのですから，｢社会的な間柄｣ の場面か，｢改まった場

面｣ ということになります。

 「『それでは』『では』『じゃあ』などの順に家族的な方向に進む。この、家族へ向かう方

向と、つながりをもち続けたいという気持ちの強さは比例している｣ というところをよ

くみてください。｢つながりをもち続けたいという気持ちの強さ｣ があいさつことばを選

ぶ基準になっていることがわかります。

 「『おはよう』や『おはようございます』が家族的な間柄から社会的な間柄まで……のに対

し、『こんにちは』『こんばんは』は社会的な間柄でしか使われない｣ の部分を使い，無関

係な『おはようございます』『こんばんは』を取り除けばいいでしょう。

 ｢例えば『さようなら』が……いずれも下に続くことばを省略して，つなぎの部分だけ残

した形である｣ から答えがわかります。

 ＜敬語＞

　自分や身内のもの，動作にはけんじょう語を使い，相手のもの，相手の動作にはそんけい

語を使うと区分すればいいでしょう。とりたてて相手のものでもないのに，｢お……｣ などと

使うのはていねい語ということになります。

 ＜四字熟語＞

①　一進一退 (いっしんいったい)

②　一心不乱 (いっしんふらん)

③　絶体絶命 (ぜったいぜつめい)

④　異口同音 (いくどうおん)

⑤　古今東西 (ここんとうざい)

⑥　我田引水 (がでんいんすい)

⑦　単刀直入 (たんとうちょくにゅう)

⑧　意味深長 (いみしんちょう)



－３－

 ＜計算問題＞

 (13×19－13×13) ÷３＋４＝13× (19－13) ÷３＋４

＝13×６÷３＋４＝13×２＋４＝30

 (1.2×1.8－９×0.04) ÷ ＝15，(2.16－0.36) ÷ ＝15

1.8÷ ＝15， ＝1.8÷15＝0.12


３

４
＋１

１

９
 ×

３

５
－

５

６
＝

３

４
＋

10

９
×

３

５
－

５

６
＝

３

４
＋

２

３
－

５

６
＝

９

12
＋

８

12
－

10

12
＝

７

12

  １
１

２
 －  ×１

４

５
 －１

１

３
 ＝

１

６
， 

３

２
－  ×

９

５
＝

１

６
＋

４

３
＝

９

６

３

２
－ ＝

９

６
×

５

９
＝

５

６
， ＝

３

２
－

５

６
＝

９

６
－

５

６
＝

４

６
＝

２

３

 ＜一行問題＞

 24×
２

２＋１
＝24×

２

３
＝16，16＋３＝19個

 1500－900＝600，600÷ (３－１) ＝300，1500－300×３＝600円

 108×
20

15
＝108×

４

３
＝36×４＝144km

 75×12÷60＝
75×12

60
＝

75

５
＝15回転


３×1000×100

50000
＝

３×100

50
＝３×２＝６cm


８×25000

100×1000
＝

８×25

100
＝

８

４
＝２km

 20×
15

12
＝20×

５

４
＝25


12×15

20
＝

12×３

４
＝３×３＝９

 30×３＝90，30× (６－0.5) ＝165，165－90＝75度

 30×３＝90，90＋180＝270，270÷ ６－
１

２
 ＝270×

２

11
＝49

１

11
 分

 １分20秒＝80秒，16×80－180＝1100m

 (110＋100) ÷ (25－18) ＝210÷７＝30秒

 3.5×
２

５
＝1.4，148.4＋1.4＝149.8cm

　 

( ) ( )
　 

　　　　( )

２

女子

３

②③

1.4148.4

3.5
男子

10人 15人



－４－

 180－50＝130，130÷２＝65，90－65＝25度

 ９：21＝３：７，7.2×
７

３
＝2.4×７＝16.8cm

 35：21＝５：３，

(５－３)：３＝２：３，12×
３

２
＝18cm

 ＜線対称・点対称－標準問題＞



(点線は対称の軸)



(点は対称の中心)

 ＜図形の折り返し－標準問題＞

 x ＝180－48×２＝180－96＝84度

 (180－50) ÷２＝65　…角Ｂ，角Ｃ

180－ (48＋65) ＝67

y ＝180－67×２＝180－134＝46度

 ＜合同と相似－標準問題＞

 右の図で，三角形ＥＦＯと三角形ＤＡＯは相似です。

ＥＯ：ＤＯ＝ＥＦ：ＤＡ

＝３：(２＋３＋４) ＝３：９＝１：３

 相似な図形の辺の比が１：３ならば，

面積の比は，１×１：３×３＝１：９　です。

したがって，三角形ＡＤＯの面積は，

18×９＝162cm2　となります。

Ｂ Ｃ

Ｄ

50゜

Ｅ(Ａ)

Ａ

 x 

65゜

12cm

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ
21cm

35cm

③

②

イ カ ク コウ

ウ エ ク
Ａ

Ｂ (Ｃ)
Ｄ

 x 

Ｅ

Ｃ

48゜

 y 

48゜65゜

65゜

50゜

65゜

③

①

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｏ

Ｅ Ｆ２ ３ ４

９



－５－

 ＜比と割合－応用問題＞

 和が一定の問題です。

４＋５＋６＝15　と，２＋３＋７＝12　の

最小公倍数に合わせます。

360÷ (16－10) ＝60，60× (20－15) ＝300円

 60×35＝2100円

 ＜通過算－応用問題＞

 ホームの長さを①m，

トンネルの長さを⑨mとします。

１分18秒＝78秒

(⑨＋150) － (①＋150) ＝⑧

78－14＝64　より，

この電車は⑧m進むのに

64秒かかることがわかります。

これより，①m進むのには，

64÷８＝８秒　かかることがわかります。

したがって，この電車は，

150m進むのに，14－８＝６秒　かかります。

これより，この電車の速さは，

150÷６＝25m／秒　となります。

 25×78－150＝1800m

(和)

(15)

(12)

Ａ：Ｂ：Ｃ

４：５：６

２：３ ７

×４

×５

Ａ：Ｂ：Ｃ

16：20：24

10：15 35： ：

ホーム

①m
150m

14秒

150m
⑨m

トンネル

78秒



－８－

 ＜ふりこ＞

 表から，長さ25cmのふりこが10往復するのにかかる時間が，10.0秒であることがわか

ります。しがたって，

10.0秒÷10＝1.0秒

 ふりこが１往復するのにかかる時間はたいへん短いため，
せい

正
かく

確にはかることは
こん

困
なん

難です。

しがたって，10往復にかかる時間を測定し，これを10で割って平均を求めます。

長さ25cmのふりこの周期は1.0秒，長さ100cmのふりこの周期は2.0秒 (20.0秒÷10) ，
長さ225cmのふりこの周期は3.0秒 (30.0秒÷10) です。したがって，25cmのふりこの

周期が1.0秒であることを基じゅんにすると，長さが４倍 (100cm÷25cm) ，９倍

(225cm÷25cm) のとき，周期が２倍 (2.0秒÷1.0秒) ，３倍 (3.0秒÷1.0秒) になることが

わかります。したがって，周期を２倍，３倍にするためには，長さを４倍 (２×２) ，
９倍 (３×３) にする必要がある，ということになります。

 左はしからくぎまでが長さ225cmのふりこの
１

４
往復，くぎから右はしまでが長さ

25cm (225cm－200cm) のふりこの
１

４
往復，右はしからくぎまでが長さ25cmのふり

この
１

４
往復，くぎから左はしまでが225cmのふりこの

１

４
往復です。したがって，長さ

225cmのふりこが
１

２
往復する時間と，長さ25cmのふりこが

１

２
往復する時間の合計を

求めます。

 ふりこの周期は長さによってのみ変化し，おもりの重さやふれはばは無関係です。くぎ

の位置を変えても，225cmのふりこが
１

２
往復することにはちがいはありません。しか

し，25cmだったふりこが長くなる分だけ，１往復にかかる時間は長くなります。

 ＜ろうそくの燃え方＞

①②Ａを外えんといいます。外えんはまわりの空気と十分にふれ合い，空気中の酸素を十

分に使うことができるので，完全燃焼しています。したがって，最も高温になっていま

す。Ｂを内えんといいます。内えんには空気中に酸素があまり入ってこないため，不完

全燃焼していて，ろうそくの成分である炭素のつぶが光っています。このため，最も明

るくなっています。Ｃはえん心といい，まだ燃えていないろうの気体がある部分です。

①②内えんにある炭素がガラス
ぼう

棒につきます。

③④最も温度が高い外えんの部分がこげます。金属に酸素が結びついたものがさびです。

①えん心には，まだ燃えていないろうの気体があります。これがまわりの空気に冷やされ

て液体や固体のろうのつぶになって，空気中をただよいます。したがって，白いけむり

のように見えます。

②ろうの気体が発火点以上の温度になり，ほのおをあげて燃えます。

 炭素のつぶが光をさえぎるため，内えんのかげができます。

 冷たい金あみがろうの気体を冷やし，発火点未満の温度にします。したがって，金あみ

から上の部分のほのおがなくなります。ただし，しばらくすると下のほのおによって金

あみが熱せられ，発火点以上の温度になると，ふたたびほのおが見られるようになります。
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 ＜地層のようす＞

①どろが固まったたい積岩を，でい岩といいます。また，でい岩がさらにかたく固まった

たい積岩を，ねん板岩といいます。

②アサリは浅い海底にすんでいます。

①まず最も大きく，重い小石がたい積し，次に砂がたい積し，最後に最も小さく，軽いど

ろがたい積します。

②小石，砂，どろがまとまって固まったたい積岩を，れき岩といいます。

③火山灰が固まったたい積岩を，
ぎょう

凝
かい

灰
がん

岩といいます。

④ふつう，たい積岩は，流水によってしん食されてからたい積しているため，つぶが丸み

をおびています。これに対して火山灰は直接陸上や海底にたい積し，流水にしん食され

ていません。したがって，つぶが角ばっています。

 海底はおだやかなため，Ｂ層→Ｃ層のように，境界面はなめらかになります。Ｅ層がた

い積したあと，地表面が陸上に出ると，その面が流水や風によってしん食されて，でこ

ぼこになります。これがふたたび海底に入り，その上にＤ層がたい積しました。このこ

とから，Ｅ層とＤ層は連続してたい積したのではなく，Ｅ層がたい積してからＤ層がた

い積するまでのあいだに，とても長い時間が経過したことがわかります。Ｅ層とＤ層の

重なり方を，不整合といいます。

①火山灰の層に注目します。北側の面では，道から２mの高さのところに火山灰の層があ

りますが，南側の面では，５mの高さにあります。つまり，南から北へと下がっている，

ということになります。

②この地域の地層を，西側から見ると，右

の図のようになっています。つまり，南

へ６m行くと，３m高くなる，というこ

とですから，の値を次のように求める

ことができます。

６m÷３m×７m＝14m

 ＜火山と
じ

地
しん

震＞

 火山ガスには二酸化炭素，二酸化いおう，塩化水素などもふくまれますが，そのおもな

成分は
すい

水
じょう

蒸
き

気です。

 南九州で見られる火山灰が積もった白っぽい層をシラスといいます。また，関東で見ら

れる火山灰が積もった赤い層 (赤土) を，関東ロームといいます。

①マグマが冷えて固まった岩石を火成岩といいます。火成岩はその冷え固まり方によって，

２種類にわかれます。火成岩のうち，マグマが地下深くでゆっくりと冷え固まったもの

を深成岩といいます。深成岩はゆっくりと冷え固まるので，つぶが大きく成長します。

火成岩のうちマグマが火口近くで冷え固まったり，溶岩となって流れ出て冷え固まった

りしたものを火山岩といいます。火山岩はきゅうげきに冷え固まるため，つぶがあまり

大きくなりません。

②黒っぽい深成岩をハンレイ岩，白っぽい火山岩をリュウモン岩といいます。

６m

３m

７m

北 南

m
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 ＜明治時代の政治＞


みん

民
せん

選議院
せつ

設
りつ

立
けん

建
ぱく

白
しょ

書とは，
せい

征
かん

韓
ろん

論に敗れ，
さん

参
ぎ

議をやめた
いた

板
がき

垣
たい

退
すけ

助・
ご

後
とう

藤
しょう

象
じ

二
ろう

郎・
そえ

副
じま

島
たね

種
おみ

臣・
え

江
とう

藤
しん

新
ぺい

平らが，1874年１月，明治政府に提出したものです。
はん

藩
ばつ

閥政府を攻撃し，民

選 (国民の選挙) による議会の開設を要求したもので，自由民権運動が始まるきっかけと

なりました。

④エ　自由民権運動は，国会の
かい

開
せつ

設や憲法の制定などを政府に求めた運動でしたが，初め

は不平
し

士
ぞく

族が中心でした。やがて商工業者・地主・知識人らが参加するようになり，

各地に政治団体がうまれて，
ち

地
そ

租の
けい

軽
げん

減・条約改正・地方自治などの要求もかかげる

ようになりました。


い

伊
とう

藤
ひろ

博
ぶみ

文は，1885年，内閣制度を
そう

創
せつ

設し，初代内閣総理大臣に
しゅう

就
にん

任し，大日本帝国憲

法の制定を指導しました。
すう

枢
みつ

密
いん

院議長，貴族院議長，内閣総理大臣 (４度) ，初代韓国
とう

統
かん

監などを
れき

歴
にん

任しましたが，1909年，満州のハルビン駅頭で，韓国の独立運動家
アン

安
ジュン

重
グン

根

により
あん

暗
さつ

殺されました。

 プロシア憲法は，1850年にプロシア (ドイツ，プロイセン) において公布され，第一次

世界大戦末期まで
そん

存
ぞく

続した憲法です。プロイセン憲法は，
こう

皇
てい

帝の権限が強い
きん

欽
てい

定憲法で

あることから，明治憲法の
き

起
そう

草
しゃ

者であった伊藤博文は主としてこの憲法を参考にしたと

いわれています。

③エ　大日本帝国憲法の下では，内閣総理大臣は天皇の任命，地方の
しゅ

首
ちょう

長は政府の任命と

されていました。

 1889年に大日本帝国憲法が発布され，帝国議会が開設されることになり，衆議院議員選

挙法が公布されました。1890年に第１回衆議院議員選挙が行われましたが，このとき投

票できた人は，満25歳以上の男子のみで，直接
こく

国
ぜい

税を15円以上を納める人に限られてい

たため，人口のたった約１％，45万人にすぎませんでした。このように，
のう

納
ぜい

税
がく

額・人種・

性別・宗教・財産・教育などによって，選挙権に制限を加える選挙制度を制限選挙とい

います。

 ＜江戸時代の三大
かい

改
かく

革＞

Ａ　アは鎌倉時代の商工業の同業者組合，イは鎌倉・室町時代に港など交通の要地に住ん

で物資の運送・保管・販売を行った業者，ウは鎌倉時代に始まり定期的に開かれるよう

になったった市のことです。

Ｂ　オは江戸中期以後さかんになった日本の
こ

古
てん

典研究の学問，カは江戸時代，オランダ語

によって西洋の学術や文化を研究した学問，クは江戸時代にさかんになった
じゅ

儒
がく

学の一派

です。

 目安箱とは，
きょう

享
ほう

保の改革 (1716～45年) で，８代将軍徳川
よし

吉
むね

宗が幕府政治に関する民間

の意見を聞くため，
ひょう

評
じょう

定
しょ

所の前にもうけた投書箱のことです。この投書により吉宗は，
こ

小
いし

石
かわ

川
よう

養
じょう

生
しょ

所や町火消しを設置しました。

 ｢大阪
まち

町
ぶ

奉
ぎょう

行の元役人｣ である
おお

大
しお

塩
へい

平
はち

八
ろう

郎は，
てん

天
ぽう

保のききんがおこると，1837年，同志

とともにききんに苦しむ人々を救おうとして大阪で一揆をおこしましたが，１日で
ちん

鎮
あつ

圧

され，約40日の
せん

潜
ぷく

伏の後に自殺しました。しかし，幕府の元役人が幕府の
ちょっ

直
かつ

轄
ち

地の大阪

でおこした反乱は，不成功に終わったものの，幕府に大きなショックをあたえました。

 アは徳川
いえ

家
やす

康の性格を
よ

詠んだ句，ウは藤原
みち

道
なが

長がその
えい

栄
が

華を詠んだ歌，エは８代将軍徳

川吉宗の時代に
かん

勘
じょう

定奉行の任にあった
かん

神
お

尾
はる

春
ひで

央のことばです。
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 エ　江戸幕府や藩の収入のほとんどは，農民が納める年貢によるものでした。収入が安

定するように，農民にたびたび
お

御
ふれ

触
がき

書を出し，田畑の売買も禁止しました。年貢は収

穫の約40～50％を納めるというきびしいもので，その他の税なども加わり，農民は米

をつくっても食べられませんでした。

 アは鎌倉時代 (
じょう

承
きゅう

久の乱) ，イは戦国時代，ウは室町時代について述べています。

 ＜
ばく

幕
まつ

末～明治
い

維
しん

新についてのできごと＞

 薩長同盟 (薩長連合) とは，幕末，
さつ

薩
ま

摩藩 (鹿児島県) と
ちょう

長
しゅう

州藩 (山口県) が結んだ
とう

倒
ばく

幕の

ための軍事同盟のことです。また，資料のアは，
と

土
さ

佐藩出身の板垣退助です。

 アは江戸幕府の５代将軍，ウは３代将軍，エは２代将軍です。

 イは，
ご

五
ぼう

榜の
けい

掲
じ

示の内容です。

 ウ　
ぼ

戊
しん

辰戦争は，明治維新の際，新政府軍と旧幕府軍の間で行われた一連の戦いです。

 エ　
とみ

富
おか

岡に
かん

官
えい

営製糸場が建設された要因には，①
よう

養
さん

蚕地帯で原料の
まゆ

繭の確保が容易，②
くり

繰
いと

糸に必要な水が豊富，③広大な用地の
しゅ

取
とく

得が比較的容易，④ボイラーの燃料の石炭

が近くで
さい

採
くつ

掘できたことなどがあります。

 明治になっても，政府の財源の多くは農民が納める米にたよっていたので，年によって

収穫に差があり，政府の収入は不安定でした。地租改正の結果，政府の
ざい

財
せい

政収入は安定

しましたが，これまでより収入が減らないように
ち

地
か

価を高めに定めたので，農民の
ふ

負
たん

担

は重いものでした。

 ＜日清・日露戦争と条約改正＞

 史料Ａは，日露戦争のようすを
えが

描いたものです。

①ア・ウは，日清戦争後に結ばれた下関条約の内容です。また，エは ｢ロシア｣ が誤りで，

正しくは ｢清｣ です (下関条約) 。
②韓国

へい

併
ごう

合は1910年に行われました。また，アは1894年 (日清戦争の原因) ，イは1919年

(ベルサイユ条約への不満) のことですが，独立を求めてデモ行進した場所は，ソウルで

す。エについては，このような事実はありません。

 史料Ｂは，ノルマントン号事件を描いたものです。

②条約改正については，次のように整理しておきます。

成功年 日本側代表
こう

交
しょう

渉相手国 改正の内容

1894年
む

陸
つ

奥
むね

宗
みつ

光 イギリス
ち

治
がい

外
ほう

法
けん

権の
てっ

撤
ぱい

廃

1911年
こ

小
むら

村
じゅ

寿
た

太
ろう

郎 アメリカ
かん

関
ぜい

税自主権の回復

①アは東京，イは大阪，エは
けい

京
じょう

城 (ソウル) を示しています。

②オは
さん

山
とう

東半島，キは朝鮮半島，クは (南) 
から

樺
ふと

太を示しています。

③三国
かん

干
しょう

渉とは，1895年，ロシア・ドイツ・フランスが，日清戦争で日本が領有した
りょう

遼
とう

東半島を清 (中国) に返せと要求したことです。このとき，武力のおとる日本は，約4700

万円で清に
へん

返
かん

還しました。三国干渉は，ロシアがドイツ・フランスをさそっておこした

ため，以後，日本のロシアに対する
てき

敵
い

意が強くなりました。

 史料Ａは日露戦争 (1904～05年) ，Ｂはノルマントン号事件 (1886年) ，Ｃは日清戦争

(1894～95年) について描いたものなので，すなわちＢ→Ｃ→Ａとなります。


